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注意事項 

本書を必ずよく読み、ご理解された上でご利用ください 

 
 
  【ご利用にあたって】 

1. 本製品をご利用になる前には必ず取扱説明書をよく読んで下さい。また、本書は必ず保管し、使用上不明な点があ

る場合は再読し、よく理解して使用して下さい。 

2. 本書は株式会社北斗電子製マイコンボードの使用方法について説明するものであり、ユーザシステムは対象ではあ

りません。 

3. 本書及び製品は著作権及び工業所有権によって保護されており、全ての権利は弊社に帰属します。本書の無断複

写・複製・転載はできません。 

4. 弊社のマイコンボードの仕様は全て使用しているマイコンの仕様に準じております。マイコンの仕様に関しましては

製造元にお問い合わせ下さい。弊社製品のデザイン・機能・仕様は性能や安全性の向上を目的に、予告無しに変更

することがあります。また価格を変更する場合や本書の図は実物と異なる場合もありますので、御了承下さい。 

5. 本製品のご使用にあたっては、十分に評価の上ご使用下さい。 

6. 未実装の部品に関してはサポート対象外です。お客様の責任においてご使用下さい。 

【限定保証】 

1. 弊社は本製品が頒布されているご利用条件に従って製造されたもので、本書に記載された動作を保証致します。 

2. 本製品の保証期間は購入戴いた日から１年間です。 

【保証規定】 

保証期間内でも次のような場合は保証対象外となり有料修理となります 

1. 火災・地震・第三者による行為その他の事故により本製品に不具合が生じた場合 

2. お客様の故意・過失・誤用・異常な条件でのご利用で本製品に不具合が生じた場合 

3. 本製品及び付属品のご利用方法に起因した損害が発生した場合 

4. お客様によって本製品及び付属品へ改造・修理がなされた場合 

【免責事項】 

弊社は特定の目的･用途に関する保証や特許権侵害に対する保証等、本保証条件以外のものは明示・黙示に拘わらず

一切の保証は致し兼ねます。また、直接的・間接的損害金もしくは欠陥製品や製品の使用方法に起因する損失金・費用

には一切責任を負いません。損害の発生についてあらかじめ知らされていた場合でも保証は致し兼ねます。 

ただし、明示的に保証責任または担保責任を負う場合でも、その理由のいかんを問わず、累積的な損害賠償責任は、弊

社が受領した対価を上限とします。本製品は「現状」で販売されているものであり、使用に際してはお客様がその結果に

一切の責任を負うものとします。弊社は使用または使用不能から生ずる損害に関して一切責任を負いません。 

保証は最初の購入者であるお客様ご本人にのみ適用され、お客様が転売された第三者には適用されません。よって転

売による第三者またはその為になすお客様からのいかなる請求についても責任を負いません。 

本製品を使った二次製品の保証は致し兼ねます。 
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安全上のご注意 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

絵記号の意味 

 

一般指示 

使用者に対して指示に基づく行為を

強制するものを示します  

一般禁止 

一般的な禁止事項を示します 

 

電源プラグを抜く 

使用者に対して電源プラグをコンセ

ントから抜くように指示します  

一般注意 

一般的な注意を示しています 

 
 
 
 

 

 

以下の警告に反する操作をされた場合、本製品及びユーザシステムの破壊・   

発煙･発火の危険があります。マイコン内蔵プログラムを破壊する場合もあります。 

1. 本製品及びユーザシステムに電源が入ったままケーブルの抜き差しを行わない

でください。 

2. 本製品及びユーザシステムに電源が入ったままで、ユーザシステム上に実装さ

れたマイコンまたはＩＣ等の抜き差しを行わないでください。 

3. 本製品及びユーザシステムは規定の電圧範囲でご利用ください。 

4. 本製品及びユーザシステムは、コネクタのピン番号及びユーザシステム上のマ

イコンとの接続を確認の上正しく扱ってください。 

 

発煙･異音･異臭にお気付きの際はすぐに使用を中止してください。 

電源がある場合は電源を切って、コンセントから電源プラグを抜いてください。そ

のままご使用すると火災や感電の原因になります。 

 

製品を安全にお使いいただくための項目を次のように記載しています。絵表示の意味をよく理解した上で

お読み下さい。 

表記の意味 

取扱を誤った場合、人が死亡または重傷を負う危険が切迫して生じる可能性が

ある事が想定される 

 

取扱を誤った場合、人が軽傷を負う可能性又は、物的損害のみを引き起こすが

可能性がある事が想定される 
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以下のことをされると故障の原因となる場合があります。 

1. 静電気が流れ、部品が破壊される恐れがありますので、ボード製品のコネク

タ部分や部品面には直接手を触れないでください。 

2. 次の様な場所での使用、保管をしないでください。 

ホコリが多い場所、長時間直射日光があたる場所、不安定な場所、      

衝撃や振動が加わる場所、落下の可能性がある場所、水分や湿気の多い

場所、磁気を発するものの近く 

3. 落としたり、衝撃を与えたり、重いものを乗せないでください。 

4. 製品の上に水などの液体や、クリップなどの金属を置かないでください。 

5. 製品の傍で飲食や喫煙をしないでください。 

 

ボード製品では、裏面にハンダ付けの跡があり、尖っている場合があります。 

取り付け、取り外しの際は製品の両端を持ってください。裏面のハンダ付け跡

で、誤って手など怪我をする場合があります。 

 

CD メディア、フロッピーディスク付属の製品では、故障に備えてバックアップ   

（複製）をお取りください。 

製品をご使用中にデータなどが消失した場合、データなどの保証は一切致し

かねます。 

 

アクセスランプがある製品では、アクセスランプの点灯中に電源を切ったり、パソ

コンをリセットをしないでください。 

製品の故障や、データ消失の原因となります。 

 

本製品は、医療、航空宇宙、原子力、輸送などの人命に関わる機器やシステム

及び高度な信頼性を必要とする設備や機器などに用いられる事を目的として、設

計及び製造されておりません。 

医療、航空宇宙、原子力、輸送などの設備や機器、システムなどに本製品を

使用され、本製品の故障により、人身や火災事故、社会的な損害などが生じ

ても、弊社では責任を負いかねます。お客様ご自身にて対策を期されるよう

ご注意ください。 
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1. RA2L1_ADC 

 

 マイコン内蔵の A/D変換機能(ADC12)を使用したチュートリアルです。 

 

1.1. A/D変換とは 

 

 A/D変換、または ADCですが、Analog to Digital Conversionの意味で、アナログの電圧をデジタル値に変換する

機能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 ADC部回路 

 

 図に、ADC部の回路図を示します。AN007~AN010の 4端子が抵抗やコネクタに接続されています。

P015/AN010は、LCDのコントラスト調整の抵抗に接続されています。（R7は、LCDのコントラスト調整と、A/D入力

のモニタを兼ねています。）J7の 2~4が A/D入力をコネクタに引き出したもので、2,3番ピンは保護用の抵抗とダイ

オードが付いています。4番ピンは、マイコンの端子にダイレクトにつながっています。 

 

 VCC（ボード電源電圧＝マイコン電源電圧）が 5Vのとき、A/D変換は、AN端子に与える電圧に応じて、以下の様

な値を出力します。分解能は、12bitで 0~VCCの電圧を、212(=4096)段階の細かさで数値化します。 

 

ANxxx 

端子電圧[V] 

A/D変換値 

（理想） 

0 0 

1 819 (0x333) 

2 1638 (0x666) 

3 2457 (0x999) 

4 3276 (0xCCC) 

5 4095 (0xFFF) 

 

 出力値としては、 

 

V(ANxxx) / VCC × 4096 

 

 となります。  

 

RA2L1 

R7 

JP3 

JP3 : 出荷時ショート 

P015/AN010 

VCC 
P014/AN009/DA0 

P013/AN008 
P012/AN007 

 

J7 

5 VCC 
4 AN009/DA0 
3 AN008 
2 AN007 
1 GND 

50k 

R7:LCDの 
コントラスト調整 

VCC 

100 

2, 3: ADC入力 
4: ADC力/DA出力兼用 
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 アナログの電圧値で出力するセンサーの値を読み取ったり、充電電池の電圧を測定して、充放電を制御するといっ

た様な使い方ができます。 

 

1.2. プログラムの動作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-J4(USB-miniB)を PC と接続し、仮想 COM端末(115,200bps)を開いて、ボードを起動してください。 

 端末に、A/D変換結果が 2秒毎に表示されます。 

 

 R7（可変抵抗）を回すと、AN010の数値が変化します。 

  

 

 

JP2はショート 

PC と接続 
PCから電源を 

供給する場合はショート 

R7: AN010 

5  VCC 

4  AN009 

3  AN008 

2  AN007 

1  GND 

J7 

電圧を測定するデバイス
を接続（0~VCCの範囲） 
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 VCCは、電源電圧（USBから給電している場合は、USBの VBUS電位） 

 AN007~AN009は、J7 コネクタ端子の電圧 

 （上記では、AN007にはリチウムコイン電池(CR2032)、AN008, AN009には単 3アルカリ電池をつないでいます） 

 AN010は、R7のボリュームに応じて変化（0~VCCの範囲で時計回りに回すと電圧が高くなります） 

 TEMPは、マイコン内蔵温度センサの出力電位と、そこから計算されるマイコンチップの温度 

 VREFは、マイコン内部の基準電圧源の A/D結果（16進数で表示、0~0xFFF） 

 

 上記情報が、2秒毎に更新されて表示されます。 

  

Copyright (C) 2021 HokutoDenshi. All Rights Reserved. 
 
SmartRA KIT ADC TUTORIAL 
-- 
VCC   : 5.002 [V] 
AN007 : 3.086 [V] 
AN008 : 1.526 [V] 
AN009 : 1.522 [V] 
AN010 : 2.513 [V] 
TEMP : 1.059 [V] , 22.9 [degree] 
VREF  : 0x04BC 
-- 
VCC   : 5.006 [V] 
AN007 : 3.088 [V] 
AN008 : 1.528 [V] 
AN009 : 1.522 [V] 
AN010 : 2.531 [V] 
TEMP : 1.061 [V] , 22.3 [degree] 
VREF  : 0x04BB 
-- 
VCC   : 5.002 [V] 
AN007 : 3.086 [V] 
AN008 : 1.525 [V] 
AN009 : 1.522 [V] 
AN010 : 2.536 [V] 
TEMP : 1.059 [V] , 22.9 [degree] 
VREF  : 0x04BC 
-- 

1回の表示 
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1.3. 電圧算出の原理 

 

 マイコンの A/D変換回路は、VSS(=GND)～AVCC0（本ボードでは=VCC）または、VSS(=GND)～VREFH0（本ボ

ードでは=VCC）を基準に、対象とする AN端子の電圧を 0~4095の数値で算出します。VCCが 5Vのとき、AN007

端子の電圧が、2.5Vならば A/D変換結果は 2048です。 

 

 つまり、VCC電圧に対し AN端子の電圧が何%かという事しか測定できず、電圧計の様な絶対値を測定できる訳

ではありません。VCC電圧が判っている場合は、AN端子の電圧も計算で求める事ができます。そこで、本サンプル

プログラムでは、まず VCCの絶対電位を計算する事としています。その際利用しているのが、マイコン内部の基準電

圧源です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 マイコン内蔵基準電圧源 

 

 RA2L1には、チップ内部に基準電圧源があり、基準電圧源の電圧は既知(1.48V)となっています。基準電圧源の電

圧は、基本的には VCCの電圧に依存せず一定です。基準電圧源は、A/D変換回路の変換対象として選択可能です

ので、基準電圧源の A/D変換結果が、例えば 0x04BC(1212)の場合、 

 

VCC×1212/4096 = 1.48 

VCC = 1.48 × 4096/1212 = 5.002 [V] 

 

上式から、VCC電圧を算出する事ができます。サンプルプログラムでは、VCC電圧を計算し、VCC電圧から AN端

子の電圧を算出し、表示しています。 

  

 

RA2L1 

マイコン内蔵基準電圧源 
(1.48V) 

VCC AVCC0 VREFH0 

0x04BC 
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1.4. 温度算出の原理 

 

 RA2L1マイコンには温度センサーが内蔵されています。パソコン用のCPUでも、温度センサが内蔵されているもの

が一般的です。 

 

 温度センサーの詳細な仕様は、ハードウェアマニュアルには記載がありませんが、下記のような回路であると推測

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3 マイコン内蔵温度センサ 

 

 ダイオード（pn接合）に一定の電流(i)を流し、ダイオードの両端の電圧（順方向電圧, VF）を測定する回路構成です。

（ダイオードを用いる手法は、温度センサ向けに製造工程を追加する必要がなく、通常の半導体製造プロセスの工程

で作りこめるために、温度センサ回路として良く使用されます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-4 VF温度特性例 

 

 ダイオードの順方向電圧と温度には、一般的に上図の様な関係があります。高温時、VF値は小さくなる方向です。 

 

(1)VF-tの直線性 

(2)傾き(Δ V/Δ t) 

(3)基準温度での絶対値 

 

 (1)~(3)の特性が取得できれば、デバイスの正確な温度が判ります。(1)~(3)の特性はデバイス毎のばらつきがあり

ますので、デバイス毎（マイコンチップ毎）に温度を振って電圧を測定し、t - VF のテーブルを作成すれば、精度良く温

度を算出する事が可能ですが、それ程精度が必要ない場合は、以下で算出可能です。 

  

 

i 

A/D変換 

+ 

- 

VCC 

VF 

 

t 

VF 

125℃=t0 

TSCDR=V0 
 

Δ t 
 

Δ V 
 

t 

VF 

定電流源 

：求めたい温度 

測定電圧： 
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(1)は直線とする 

(2)は、ハードウェアマニュアル記載の値、-3.3[mV/℃]を使用する 

(3)は、125℃(VCC=3.3V)で測定した値が、TSCDRレジスタに格納されているので、その値を使用する 

 

 温度算出の計算式としては、VFを測定（A/D変換結果を電圧変換したもの）し、以下の式で算出できます。 

 

t = (VF - V0) / slope + t0 

slope : 傾き(-3.3[mV/℃]) 

V0 : (TSCDR) / 4096 ×3.3, 基準温度（125℃）の実測値[V] 

t0: 基準温度, 125℃ 

 

 TSCDR値を算出している時の電圧が、3.3Vですので、温度センサ使用時は VCC=3.3Vで使った方が多少精度

が稼げるかもしれません。 

 

 ハードウェアマニュアルに拠ると、VCC>2.4V時、精度は±1.5℃となっています。温度計としては、十分な精度とは

言えませんが、外部センサ不要でちょっとした温度計を作れるのは便利です。 

 

1.5. FSPの設定 

 

 

 

 New Stack – Driver – Analog – ADC Driver on r_adc 

 

 を追加 
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この部分はデフォルトから変更なし 

A/D変換対象端子 

スキャン対象 

※本サンプルプログラムでは、プログラム内でスキ
ャン対象端子を変更しながら実行していますので、
GUIでの設定は不要です 

（スキャン対象端子が予め決まっている場合は、こ
の部分で設定してください） 
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 端子設定（Pins タブ）では、Peripherals - Analog:ADC - ADC0 の端子設定で、 

Operation Mode : Customに変更 

AN07~AN10 : P012~P015を割り当て 

※アナログ入力は、SCI等とは異なり、複数の端子から選択する事ができず、AN07に P012を割り当てるか、割り

当てないかの選択のみです 
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1.6. フローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本プログラムでは、A/D変換実行後、A/D変換が完了するまで待ってから次の処理に進む様にしています。 

※A/D変換完了を待たず、次の処理に進み、A/D変換完了のタイミングで A/D変換完了割り込みを使い、A/D変換

結果を回収するという手法も良く使われます。 

  

 start 

無限ループ 

変数定義 

AN007~010 
A/D変換実行 

no 

メッセージ表示 

ADC初期化 

V1, slope計算 

A/D変換 
完了 

AN007~010 
結果取得 

yes 

温度センサ 
A/D変換 

基準電圧源 
A/D変換 

A/D変換結果 
表示 

同様の処理 

無限ループ 

2秒ウェイト 
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2. RA2L1_DAC 

 

 マイコン内蔵の D/A変換機能(DAC12)を使用したチュートリアルです。 

 

2.1. プログラムの動作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-J4(USB-miniB)を PC と接続し、仮想 COM端末(115,200bps)を開いて、ボードを起動してください。 

 

 B-J7の 4番ピンから電圧が出力されます。出力される電圧は、マイコンの D/A コンバータにより、アナログ的に変

えることができます。 

  

 

 

JP2はショート 

PC と接続 
PCから電源を 

供給する場合はショート 

5  VCC 

4  DA0 

3   

2   

1  GND 

J7 

電圧出力端子 

SW1~4で出力電圧を変更します 
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 プログラムの動作としては、ベースボード上のスイッチで出力電圧が変わる動作となります。 

 

 初期値は、VCCの 1/2の電圧を出力します。 

 

 その後、スイッチを押すことにより、出力電圧を変えられます。（設定できる範囲は、0~VCCです） 

 

SW1 出力電圧を 1V上げる 

SW2 出力電圧を 0.1V上げる 

SW3 出力電圧を 0.1V下げる 

SW4 出力電圧を 1V下げる 

 

  

Copyright (C) 2021 HokutoDenshi. All Rights Reserved. 
 
SmartRA KIT DAC TUTORIAL 
 
operation usage: 
  SW1 : +1.000[V] 
  SW2 : +0.100[V] 
  SW3 : -0.100[V] 
  SW4 : -1.000[V] 
 
-- 
Vout   : 2.500 [V] value = 2048(0x0800) (VCC = 5.006 [V]) 
Vout   : 1.500 [V] value = 1223(0x04C7) (VCC = 5.022 [V]) 
Vout   : 0.500 [V] value = 408(0x0198) (VCC = 5.018 [V]) 
Vout   : 0.000 [V] value = 0(0x0000) (VCC = 5.018 [V]) 
Vout   : 0.100 [V] value = 81(0x0051) (VCC = 5.018 [V]) 
Vout   : 0.200 [V] value = 163(0x00A3) (VCC = 5.018 [V]) 
Vout   : 0.300 [V] value = 244(0x00F4) (VCC = 5.022 [V]) 
Vout   : 0.400 [V] value = 326(0x0146) (VCC = 5.014 [V]) 
Vout   : 0.500 [V] value = 408(0x0198) (VCC = 5.018 [V]) 
Vout   : 0.600 [V] value = 489(0x01E9) (VCC = 5.018 [V]) 
Vout   : 0.700 [V] value = 571(0x023B) (VCC = 5.018 [V]) 
Vout   : 0.800 [V] value = 652(0x028C) (VCC = 5.018 [V]) 
Vout   : 0.900 [V] value = 734(0x02DE) (VCC = 5.018 [V]) 
Vout   : 1.000 [V] value = 816(0x0330) (VCC = 5.018 [V]) 

SW4を押す 

SW4を押す 

SW4を押す 

SW2を押す 

SW2を押す 

SW2を押す 

SW2を押す 

SW2を押す 

SW2を押す 

SW2を押す 

SW2を押す 

SW2を押す 

SW2を押す 
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図 2-1 ADC部回路 

 

 J7の 4番ピンは、A/D変換入力としても、D/A変換出力としても使える端子です。（J7-4を D/A変換出力とした際、

J7-2, J7-3を A/D変換入力として使用しても問題ありません。） 

 

 D/A変換端子は、内部で 5Ω程度の直列抵抗を持っています。端子に電流が流れると電圧降下しますので、外部に

負荷をつなげる際は、負荷の抵抗には注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

RA2L1 

P014/AN009/DA0 

P013/AN008 

P012/AN007 

 

J7 

5 VCC 
4 AN009/DA0 
3 AN008 
2 AN007 
1 GND 

VCC 

100 

2, 3: ADC入力 
4: ADC力/DA出力兼用 

DAC 
Ri 

Vout 

 

RA2L1 

P014/AN009/DA0 

P013/AN008 

P012/AN007 

 

J7 

VCC 

100 

DAC 
Ri 

Vout 

Ri=5(typ) 

i 

負荷 

RLOAD 

Vo 

Vo = Vout×RLOAD / (RLOAD + Ri) 
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2.2. FSPの設定 

 

 

 

New Stack – Driver – Analog – DAC Driver on r_dac 

を追加 

 

 

 

 本チュートリアルでは、電源(VCC)電圧取得のために、A/D変換機能も使っています。D/A変換機能を使用する際

は、A/D変換で使用するアナログ電源系にノイズを伝搬させてしまうので、D/A変換と A/D変換を行うタイミングが重

ならない様にするオプションです。 
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 端子設定（Pins タブ）では、Peripherals - Analog:DAC - DAC0 の端子設定で、 

Operation Mode : Enabledに変更 

DA: P014を割り当て 

※端子は、P014 しか選択できません 
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2.3. フローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 start 

無限ループ 

no 

メッセージ表示 

DAC,ADC 
初期化 

A/D変換 
実行中 

yes 

基準電圧源 
A/D変換 

出力電圧 
表示 

無限ループ 

基準電圧源 
A/D変換実行 

スイッチ割り込み
スタート 

DAC値設定 
DACスタート 
 

初期出力設定
電圧計算 

SW フラグ 
チェック 

SW に応じて 
出力値を増減 

最大、最小値 
チェック 

出力設定電圧 
計算 

DAC設定値 
計算 

DAC値設定 

0.1秒ウェイト 

yes 

no 

※RA2L1_ADC のサンプルプログラムでは、A/D 変換が終わるまで待って次の処理に
進むという手法でしたが、本サンプルプログラムでは、割り込みを使って A/D 変換結果
の回収を行っています 
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－フローチャート A/D変換終了割り込み(hal_entry.c内 adc0_callback)－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本サンプルプログラムでは、VCC電圧値を計算するために、A/D変換の機能を使っています。RA2L1_ADCのサ

ンプルプログラムでは、A/D変換割り込みは未使用でしたが、本サンプルプログラムでは、使用しています。 

 

2.4. FSPでの A/D変換機能の割り込み設定 

 

 

Interruptsの設定 

設定項目 設定値 備考 

Callback adc0_callback 割り込み関数名 名称は任意 

Scan End Interrupt Priority Priority 2 Disabled以外であれば OK 

 

 コールバック関数名と、A/D変換終了時の割込み優先度を設定します。 

 

 これにより、A/D変換実行時、変換終了まで待つ必要はなく、A/D変換が終わったタイミングで割り込みが掛ります

ので、そのタイミングで A/D変換結果の回収が行えます。 

（一般的には、A/D変換は、本サンプルプログラムの様に、割り込みを使って結果を回収する使い方が多いかと思い

ます。） 

  

 start 

A/D変換結果 
取得 

VCC値計算 

A/D変換中フラグ 
クリア 

API関数 R_ADC_Read() 

end 
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2.5. D/A変換の注意点 

 

 本サンプルプログラムでは、出力電圧は 0~VCCの値が設定可能です。マイコンのハードウェアマニュアルの

DAC12のスペックを見ると、出力電圧範囲は 

 

0.35 ~ AVCC(=VCC)-0.47 [V] 

 

 となっています。VCC=5V時は、0.35~4.53Vの範囲となります。スペック上は、この範囲から外れる電圧を設定し

た場合、出力の保証はありません。 

 

 実際に動作させてみると、0.1V等に設定しても、設定値が出力されている様ですが、出力が保証されているのは、

電気的特性のスペック内に限られるという事となります。 

 

 

 前のチュートリアルでは、A/D変換の手法。本チュートリアルでは、D/A変換の手法を扱いました。アナログ値で出

力するセンサーを使う際には、A/D変換は必須の機能となります。A/D変換に比べると、D/A変換を使う機会は限ら

れるかと思います。（でも、外付け部品を一切使わず任意の電圧を生成できるのは便利な機能です。） 
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取扱説明書改定記録 
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REV.1.0.0.0 2021.5.19 ― 初版発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ窓口 

最新情報については弊社ホームページをご活用ください。 

ご不明点は弊社サポート窓口までお問合せください。 

株式会社  
 

 

〒060-0042札幌市中央区大通西 16丁目 3番地 7 

TEL 011-640-8800 FAX 011-640-8801  

e-mail：support@hokutodenshi.co.jp (サポート用)、order@hokutodenshi.co.jp (ご注文用)   

URL:http://www.hokutodenshi.co.jp   
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